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ふくふくファンド（宮城労福協社会貢献活動基金） 

2010 年度 助成事業報告書 

 

年   月   日 

 

団体名（ふりがな） Anego（あねご） 

事業名 多様性を伝えるパフォーマー養成事業 

 

１．実施事業の内容 

 性的少数者に対する偏見・差別へ対抗し、また、「男らしさ」「女らしさ」といったジ

ェンダーを強要することの滑稽さを体現する、性別を超えた表現者を公募・養成した。 

 

■パフォーマーの公募(2010 年 11 月～2011 年 1 月) 

性的少数者に対する偏見・差別へ対抗し、また、「男らしさ」「女らしさ」といったジェンダーを

強要することの滑稽さを体現する、性別を超えた表現者を公募した。 

【公募方法】 

チラシを作成し、仙台市内の公共施設、映画館、イベント会場などで配布。 

団体ブログおよび、パフォーマー「Anego Girls」のブログなどでも募集を呼び掛けた。 

当初、2010 年 12 月末までを公募期間としたが、応募が 1 名だけであったので、追加募集を

おこなった。 

【応募資格】 

パフォーマンスの意義や募集の趣旨に賛同したものであれば、性別、セクシャリティ、年齢、

国籍、障がいの有無、パフォーマンス経験などは一切不問とした。 

【応募方法】 

応募動機と自己 PR、どのようなパフォーマンスを行いたいか、名前・連絡先を FAX・郵送・

E-mail いずれかで提出。応募者多数の場合、応募書類等により選考する場合ありとした。 

 

■パフォーマンスのレッスン（2011 年 1 月～3 月） 

応募者へ向けてパフォーマンスのレッスンを3回行った。講師はAnego Girlsなど自団体の人

材を活用。外部講師によるレッスンも予定していたが、震災により中止した。 

 

■最終仕上げ(2010 年 3 月) 

4 月の自団体イベントで行うパフォーマンスの総仕上げとして、本番と同じイベント会場で最

終練習を行う予定だったが、震災により中止した。 

    
公募チラシ    練習風景          市民活動アワード出演 

書式３ 



 2 

 

２．事業の成果 

パフォーマーの公募には、2名の応募があった。応募者は、目標を下回ったが、以

下のような大きな成果があった。 

 

■パフォーマーの多様化 

これまで、Anego のパフォーマーは男性のみだったが、応募者 2名はともに女性で、

多様性を伝えるパフォーマンスにふさわしく、多様性のある人員構成となった。 

 

■団体運営に関わるコアメンバー（役員）の獲得 

応募者のうち 1 名は、公募期間内の 2010 年 11 月 27 日(土)の「市民活動アワード

最終選考会」（主催：仙台市 会場：仙台市市民活動サポートセンター市民活動シア

ター）にて、パフォーマーとしてデビューを果たした。 

この新メンバーは、裁縫が得意ということもあり、ステージパフォーマンスだけで

なく、ステージ衣装の作成などでも力を発揮し、即戦力となった。 

さらに、団体の運営に関わるコアメンバー(役員)として活動に参画することになっ

た。 

 

■地方都市・石巻へのパフォーマー派遣 

もう 1 名は、追加募集期間中に応募があり、2011 年 3 月 5 日(土)の「犯罪に巻き

込まれた人々のケア第２弾！～犯罪加害者家族支援を考える～交流会」（主催：World 

Open Heart 会場：仙台市市民活動サポートセンター市民活動シアター）にて、パフ

ォーマーとしてデビュー。続いて 2011 年 3 月 6 日(日)の「～同じ過ちを繰り返さな

いために～子供の人権セミナー：子供の心理を考える◆虐待・不登校・引きこもり・

障碍・非行・マイノリティ◆」（主催：フェアトレード東北 会場：石巻市市民ホー

ル）でも、パフォーマンスを披露した。 

新メンバーの加入がなければ、メンバー不足で石巻へのパフォーマー派遣は不可能

であった。地方であればあるほど、性的少数者に対する差別・偏見が大きく、当事者

の可視化が進んでいない。性的少数者は、地方でも人口の５％、教室に一人はおり、

差別やいじめ、自殺の問題を抱えている。教育関係者が、性的少数者の存在を知って

いるかどうかで、この問題の認識も変わってくるため、地方都市・石巻の教育者向け

に、多様性を伝える機会を持てたことは社会的にも、とても大きな意義があった。 

 

 

３．今後の展開 

パフォーマーの人員が増加し、多様性も深まったことから、今後の活動拡大が期待さ

れていたが、震災の影響で、現在は、活動を縮小せざるを得ない状態となっている。 

 メンバー自身も被災し、精神的ダメージを受けているものが出てきているが、被災か

ら復興していく場面で、パフォーマーの活躍する機会が出てくることが考えられるので、

今後、被災したメンバーの体調などを考慮しながら、活動を再開していく予定である。 
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４．助成金の使途内訳（具体的に記入してください） 

 

収入の部   

項目 金額（円） 内訳 

ふくふくファンド助成金 18,685  

合計 18,685  

 
支出の部   

項目 金額（円） 内訳 

印刷費 5,800 A5 サイズ 4C/1C 1,000 部 

会場費 12,570 

■パフォーマンス・レッスン会場費 

エル･パーク仙台フィットネススタジオ 

3 回分 10,400 円 

(3 時間 3,900 円×2回、2時間 2,600 円１回) 

設備使用料 1,370 円 

■セクシュアリー勉強会会場費 

市民活動サポートセンター研修室 

 2 時間  800 円 

雑費 315 代金引換手数料、振り込み手数料 

合計 18,685  

 

５．メッセージ 

今回の助成金により、即戦力のメンバーが加わり、活動の可能性が大いに広がりまし

た。特に、地方都市・石巻へパフォーマーを派遣し、教育関係者向けに多様性を伝えら

れたことは、地方において、差別やいじめ、自殺の問題を抱えている若年層の性的少数

者がいる状況を考えると、大きな意義があったと自負しています。これが、この事業を

実施できた最大の成果だと思います。ありがとうございました。 

 


